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2 回目の火事がひとつの転機となる  

 

 2 0 0 9 年 8 月 、阿 部 春 工 場 で あ る 事 件 が 起 き た 。工 場 の 横 に 植 え

ら れ て い た 松 の 木 に 落 雷 し 、 そ の 影 響 で 工 場 の 建 物 と 機 械 設 備 を 全

焼・全 損 し て し ま っ た の で あ る 。阿 部 憲 政 氏 に と っ て 2 回 目 に 経 験

す る タ オ ル 工 場 の 火 事 で あ る 。  

タ オ ル 工 場 は 昔 か ら 火 事 が つ き も の で あ り 、 そ の 原 因 は 電 気 プ ラ

グ の 劣 化 に よ る シ ョ ー ト や 電 源 プ ラ グ と コ ン セ ン ト の 間 に 溜 ま っ た

綿 ぼ こ り に 発 火 す る ト ラ ッ キ ン グ な ど が 多 い が 、 阿 部 春 工 場 の 出 火

原 因 は 2 回 と も 落 雷 で あ っ た 。阿 部 春 工 場 の あ る 大 西 町 宮 脇 周 辺 は 、

地 元 で は 雷 が 発 生 し や す い 土 地 柄 と し て 有 名 で あ る 。 ほ ん の 小 さ な

火 花 で 工 場 内 に 舞 っ て い る 綿 ぼ こ り に 引 火 し 、 ガ ソ リ ン を 撒 い た か

の よ う に 瞬 時 に 火 は 燃 え 広 が る 。阿 部 春 工 場 に と っ て 2 回 目 の 火 災

は 大 き な 被 害 を も た ら し た が 、 こ れ が ひ と つ の 転 機 と な っ た 。  

阿 部 氏 は 、 悲 惨 な 現 状 を 目 の 当 た り に し 、 こ の と き ば か り は タ オ

ル 工 場 を 閉 め よ う と お も っ た 。 し か し 、 応 援 し て く れ る 人 た ち が 何

人 も お り 、「 中 古 だ が 最 新 式 の 革 新 織 機 を 譲 ろ う か 」と 打 診 し て く れ

た メ ー カ ー も あ っ た 。 そ の な か の ひ と つ が 兵 庫 県 加 古 川 市 に 本 社 工

場 を 構 え る 稲 岡 工 業 （ 株 ）   で あ る 。 同 年 1 0 月 に 稲 岡 工 業 か ら

の 申 し 出 を 受 け 、 1 2 月 に 加 古 川 ま で 岩 間 織 機 製 作 所 製 の 最 新 レ ピ

ア 式 革 新 織 機 6 台 を う け と り に 行 き 、 工 場 を 新 し く し て 翌 年 の

2 0 1 0 年 1 月 に は 設 置 を 完 了 さ せ た 。そ し て 、同 年 5 月 に 工 場 を 再

開 し 、2 0 1 1 年 6 月 に は 田 中 産 業 か ら お な じ く 岩 間 織 機 製 作 所 製 の

最 新 の レ ピ ア 式 革 新 織 機 ２ 台 を 購 入 し 、 8 台 体 制 で バ ス タ オ ル や フ

ェ イ ス タ オ ル 、 ス ポ ー ツ タ オ ル 、 タ オ ル マ フ ラ ー な ど バ ラ エ テ ィ に

富 む タ オ ル を 生 産 し 、阿 部 春 工 場 は 大 火 事 か ら 数 年 で 復 活 を 遂 げ た 。 

「 火 事 が 転 機 」 に な っ た の は 、 織 機 を 最 新 式 に 刷 新 で き た こ と で

生 産 性 が 数 段 に 上 が っ た か ら で あ る 。 ま た 、 200 6 年 か ら ス タ ー ト

し た J A P A N ブ ラ ン ド 育 成 支 援 事 業 に よ る 産 地 ブ ラ ン ド の 確 立 が 、

量 産 化 体 制 を 整 え た 阿 部 春 工 場 の 生 産 量 増 加 と 売 上 向 上 に 繋 が っ た 。 

LOOKS
ノート注釈
兵庫県加古川市に本社工場のあったタオルメーカー。江戸時代末に木綿問屋として創業され、明治期の後期からタオル製造を開始。イカリマークで一世を風靡し、国内外で販売された。2012年に倒産。
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阿 部 春 工 場 の 売 上 に つ い て 、19 80・ 1 9 9 0 年 代 は 7 , 0 0 0 万 円 〜

8 , 0 0 0 万 円 前 後 で 推 移 し た が 、2 00 0 年 代 に 入 り 輸 入 タ オ ル の 影 響

が 如 実 に 表 れ 7 , 0 00 万 円 を 下 回 る よ う に な っ た 。 そ こ か ら 数 年 は

苦 し い 状 況 が つ づ い た が 、 201 0 年 代 か ら 徐 々 に 回 復 の 兆 し を み せ

た 。 こ れ を 機 に 20 14 年 5 月 、 資 本 金 8 0 0 万 円 で 阿 部 春 工 場 を 法

人 化 し 、（株 ）阿 部 春 工 場 と な っ た 。株 式 会 社 化 に と も な い 、タ オ ル

に 関 わ る 事 業 に く わ え 、 今 後 さ ま ざ ま な 事 業 を 展 開 で き る よ う に 通

信 販 売 業 務 、 日 用 雑 貨 や 事 務 用 品 等 の 製 造 ・ 販 売 、 農 産 物 や 食 料 品

の 卸 業 や 輸 出 入 な ど 多 岐 に わ た る 事 業 を 登 録 し た 。    

2 0 1 6 年 に は 売 上 1 億 円 を 超 え 、大 台 に 乗 っ た 。 2 02 0 年 の コ ロ

ナ 禍 に よ っ て 売 上 は 落 ち た が 、202 4 年 1 月 に 新 し く 津 田 駒 工 業 製

の エ ア ジ ェ ッ ト 式 革 新 織 機 1 台 を 導 入 し 、阿 部 氏 は つ ぎ な る ス テ ッ

プ へ 進 も う と し て い る 。  

 

阿部春工場の現在の立ち位置と、「自社ブランド」への挑戦  

 

 196 8 年 の 創 業 か ら 数 え て 約 半 世 紀 、 阿 部 春 工 場 は 一 代 目 か ら 二

代 目 へ 、 そ し て 近 い 将 来 三 代 目 に そ の 歴 史 が 受 け 継 が れ よ う と し て

い る 。 そ の 間 、 時 代 の 変 遷 と と も に 阿 部 春 工 場 の タ オ ル づ く り を 支

え た 取 引 先 も 変 化 し て き た 。 原 糸 は 、 創 業 か ら 今 治 糸 友 会 の メ ン バ

ー で あ っ た 同 心 商 事（ 株 ）か ら 仕 入 れ て い た 。同 心 商 事 は 、1 9 4 7 年

に 大 阪 に 設 立 さ れ た 繊 維 専 門 商 社 で あ り 、 需 要 の 多 い 今 治 に 「 連 絡

所 」 を 設 け て い た が 、 200 7 年 に ユ タ カ 産 業 （ 株 ） へ 業 務 移 行 し て

い る 。 そ の た め 、 阿 部 春 工 場 で は ユ タ カ 産 業 と 取 引 を は じ め 、 最 近

で は 田 窪 （ 株 ） か ら も 原 糸 を 調 達 し て い る 。  

 タ オ ル づ く り で 製 織 と 同 様 に 重 要 な プ ロ セ ス を 担 う 染 色 加 工 で は 、

創 業 時 か ら 産 地 の 昭 和 産 業 （ 株 ） と 中 央 繊 維 （ 株 ） に 依 頼 し て い た

が 、昭 和 産 業 は 20 07 年 に 破 産 し 、中 央 繊 維 は 現 在 晒 染 加 工 を お こ

な っ て い な い 。20 00 年 代 に 入 っ て 、（株 ）阿 部 近 染 色 工 場 や 蒼 社 染

工 （ 株 ） に 依 頼 す る よ う に な っ た が 、 阿 部 近 染 色 工 場 も 現 在 廃 業 し
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て い る 。  

 阿 部 春 工 場 は 、 創 業 か ら タ オ ル メ ー カ ー の 下 請 け や 問 屋 か ら の 受

注 に よ っ て タ オ ル を 生 産 し て い る た め 、 販 売 先 は お も に タ オ ル 専 業

問 屋 や タ オ ル メ ー カ ー で あ る 。 産 元 の タ オ ル 専 業 問 屋 で は ミ タ カ ラ

や 田 中 商 店 、山 内 産 業（ 株 ）、タ オ ル メ ー カ ー で は 森 山 タ オ ル と 創 業

時 か ら 長 い 間 取 引 を し て い た 。 199 0 年 代 に な り 首 都 圏 の タ オ ル 専

業 問 屋 が く わ わ り 、 た と え ば 大 阪 の 鈴 木 康 （ 株 ） や 名 古 屋 の 野 村 タ

オ ル （ 株 ） と 取 引 が は じ ま っ た 。 20 00 年 代 に 入 る と 今 治 の タ オ ル

メ ー カ ー の ニ ュ ー パ イ ル 八 木 忍 タ オ ル（ 株 ）や 清 金 タ オ ル（ 株 ）、タ

オ ル 専 業 問 屋 の（ 有 ）佐 伯
さ い き

タ オ ル な ど と も 取 引 を す る よ う に な っ た 。

市 場 ニ ー ズ の 変 化 や タ オ ル 不 況 な ど 時 代 の 移 り 変 わ り と と も に 取 引

先 の 顔 ぶ れ は ず い ぶ ん 変 わ っ た が 、1 990 年 代 初 頭 以 前 に 比 べ る と 、

よ り 多 岐 に わ た る 。  

 受 注 の 多 く は 温 泉 施 設 の オ リ ジ ナ ル タ オ ル や マ ラ ソ ン な ど の イ ベ

ン ト で 販 売 さ れ る タ オ ル 、 プ ロ 野 球 選 手 の 応 援 タ オ ル な ど が 中 心 で

あ り 、 フ ェ イ ス タ オ ル も あ れ ば ス ポ ー ツ タ オ ル や タ オ ル マ フ ラ ー も

あ り 、 そ の 種 類 も 以 前 に 比 べ る と 増 加 し た 。  

  

「自社ブランド」への挑戦  

 

 阿 部 春 工 場 は 、現 在 、従 業 員 5 名 を 抱 え る 小 さ な タ オ ル 工 場 で あ

る 。 先 に 述 べ た よ う に 、 工 場 に は 津 田 駒 工 業 製 の エ ア ジ ェ ッ ト 式 革

新 織 機 9 0 イ ン チ 1 台 、 岩 間 織 機 製 作 所 製 の レ ピ ア 式 革 新 織 機 9 5

イ ン チ 8 台 の 合 計 9 台 を 設 置 し て お り 、 そ の ほ か に 整 経 機 1 台 、

耳 巻 き 機 1 台 が あ る 。  

各 織 機 に は 特 徴 が あ り 、 レ ピ ア 式 革 新 織 機 の メ リ ッ ト は ミ ス が 少

な く 、 ど ん な 糸 で も 織 れ る 点 に あ る 。 一 方 の エ ア ジ ェ ッ ト 式 革 新 織

機 は 、 な ん と い っ て も 高 い 生 産 性 に あ り 、 レ ピ ア 式 の 倍 以 上 の 生 産

能 力 を も つ が 、 ネ ッ プ （ 繊 維 が 絡 み あ っ て で き た 節 や 結 び 目 ） が 付

い た よ う な 特 殊 な 糸 で タ オ ル を 製 織 で き な い と い う デ メ リ ッ ト が あ
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る 。  

 

 

津 田 駒 工 業 製 の エ ア ジ ェ ッ ト 式 革 新 織 機 と ス ト ー ブ リ 製 の ジ ャ カ ー ド 機  

 

 

  

岩 間 織 機 製 作 所 製 の レ ピ ア 式 革 新 織 機 と ス ト ー ブ リ 製 の ジ ャ カ ー ド 機 （ 左 ）  

奥 井 鉄 工 所 製 の 整 経 機 （ 右 ）  
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5 人 の 従 業 員 と は 、阿 部 氏 の 実 弟・哲 氏 、阿 部 氏 の 長 男・玲 央 氏 、

次 男・育 生 氏 と 妻・美 帆 氏（ 準 備 工 程 ）、そ し て 長 女・真 衣 氏（ 経 理 ）

の で あ る 。  

哲 氏 は 、 製 織 の 準 備 作 業 か ら 耳 巻 き 、 営 業 ま で な ん で も こ な す 。

玲 央 氏 は 、 大 学 卒 業 後 、 県 外 の 企 業 で タ オ ル と は 関 係 の な い 技 術 職

に 就 い て い た が 、 帰 今 し て タ オ ル 製 造 に 関 わ る よ う に な り 、 阿 部 春

工 場 で タ オ ル 製 造 を 一
い ち

か ら 学 ん だ 。 そ し て 、 努 力 し て 社 内 検 定 （ 織

機 調 整 ） 2 級 を 取 得 し た 。 育 生 氏 も 県 外 の 企 業 で 働 い て い た が 、 帰

今 後 、田 中 産 業 で タ オ ル づ く り を 基 礎 か ら 学 び 、1 0 年 間 同 社 で キ ャ

リ ア を 積 み 、 社 内 検 定 （ 織 機 調 整 、 整 経 ） 1 級 を 保 有 し て い る 。 阿

部 春 工 場 へ の 入 社 は 父 親 で あ る 阿 部 氏 の 進 言 で あ り 、 現 在 は 阿 部 氏

の 右 腕 と し て 働 い て い る 。 長 男 も 次 男 も 、 阿 部 春 工 場 に 留 ま ら ず 、

今 治 の タ オ ル 産 地 を 牽 引 し て い く 前 途 有 望 な 人 材 で あ り 、 将 来 が 楽

し み な 存 在 で あ る 。  

フ ァ ミ リ ー ・ ビ ジ ネ ス と し て 盤 石 の 体 制 の も と で 、 阿 部 春 工 場 で

は 将 来 を 見 据 え た 、あ る 試 み が 202 5 年 1 月 か ら ス タ ー ト し た 。そ

の 試 み と は 、 阿 部 春 工 場 の 歴 史 に お い て 初 と な る 自 社 ブ ラ ン ド の 開

（ 株 ） キ ン ダ イ 製 の 耳 巻 き 機 （ 左 ）  

綿 ぼ こ り 対 策 の た め に 設 置 さ れ た 噴 霧 器 （ 右 ）  
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発 ・ 製 造 で あ る 。 ど の よ う な 製 品 を 最 初 に 世 に 出 す か 、 ど の よ う な

デ ザ イ ン や 色 を 採 用 す る か 、 ど の よ う に 売 っ て い く か な ど 、 自 社 ブ

ラ ン ド へ の 挑 戦 は 難 し い 選 択 の 連 続 で あ る が 、 阿 部 春 工 場 に は 強 力

な 助 っ 人 が い る 。 先 に 触 れ た 、 西 条 市 に 本 社 を 置 く 佐 伯 タ オ ル で あ

る 。 流 通 の ノ ウ ハ ウ を も つ 同 社 と タ ッ グ を 組 み 、 サ ウ ナ 帽 子 を オ リ

ジ ナ ル の ブ ラ ン ド と し て 販 売 す る 予 定 で あ る 。  

 

 

    

試 作 品 の 「 サ ウ ナ 帽 子 」（ 左 ） は 残 糸 を 使 っ た も の  

試 作 品 を へ て シ ン プ ル に デ ザ イ ン さ れ た 「 サ ウ ナ 帽 子 」（ 右 ）  

 

 阿 部 春 工 場 は 、 創 業 か ら お よ そ 6 0 年 も の 間 、 下 請 け に 徹 し て タ

オ ル を 生 産 し つ づ け て き た 。 自 社 ブ ラ ン ド 製 品 の 生 産 は 、 阿 部 春 工

場 の 歴 史 に 残 る 大 き な 一 歩 と な る 。 こ の 新 た な 一 歩 を 踏 み 間 違 え な

い よ う に 、 家 族 一 丸 と な っ て 準 備 し て い る 。  

（ 次 号 に つ づ く ）  

 

 

 


